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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年12月17日(2015.12.17)

【公開番号】特開2015-124305(P2015-124305A)
【公開日】平成27年7月6日(2015.7.6)
【年通号数】公開・登録公報2015-043
【出願番号】特願2013-270026(P2013-270026)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ   11/59     ＣＰＲ　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月27日(2015.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原料粉末とフラックスとを焼成して固相法により黄緑色～緑色に発光するシリケート蛍
光体粒子を得るシリケート蛍光体粒子の製造方法であって、
　炭酸ストロンチウム、炭酸バリウム、酸化ユーロピウム、二酸化ケイ素および／または
炭酸カルシウムの各原料粉末を秤量し、上記各原料粉末を混合した後に仮焼成を行い、仮
焼成粉末（Ａ）を得る第１工程と、
　上記第１工程で得られた仮焼成粉末（Ａ）を解砕した後に、炭酸バリウム、炭酸ストロ
ンチウム、酸化バリウムおよび酸化ストロンチウムからなる群より選択される何れか１種
以上のフラックスを、上記第１工程で得られた仮焼成粉末（Ａ）に対して２質量％～１０
質量％となるように添加し混合して仮焼成を行い、仮焼成粉末（Ｂ）を得る第２工程と、
　上記第２工程で得られた仮焼成粉末（Ｂ）を解砕した後に、塩化バリウム、塩化ストロ
ンチウム、酸化バリウムおよび酸化ストロンチウムからなる群より選択される何れか１種
以上のフラックスを、上記第２工程で添加したフラックス全量と合計した総量で、上記第
１工程で得られた仮焼成粉末（Ａ）に対して１０質量％～３０質量％となるように添加し
混合して本焼成を行い、焼成物を得る第３工程と
　を有することを特徴とするシリケート蛍光体粒子の製造方法。
【請求項２】
　上記第１工程および上記第２工程では、酸化雰囲気下において１０００℃～１１００℃
で仮焼成を行い、上記第３工程では、還元雰囲気下において１０５０℃～１２５０℃で本
焼成を行うことを特徴とする請求項１に記載のシリケート蛍光体粒子の製造方法。
【請求項３】
　前記第３工程で得られた焼成物を冷却して解砕し残留物を除去する第４工程をさらに有
することを特徴とする請求項１または請求項２に記載のシリケート蛍光体粒子の製造方法
。
【請求項４】
　少なくともケイ素（Ｓｉ）、酸素（Ｏ）、ストロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）
およびユーロピウム（Ｅｕ）の各構成元素を含み、
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　内部量子効率が７０％以上かつ平均粒子径が１５μｍ～３０μｍであることを特徴とす
るシリケート蛍光体粒子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明のシリケート蛍光体粒子は、少なくともケイ素（Ｓｉ）、酸素（Ｏ）、ス
トロンチウム（Ｓｒ）、バリウム（Ｂａ）およびユーロピウム（Ｅｕ）の各構成元素を含
み、内部量子効率が７０％以上かつ平均粒子径が１５μｍ～３０μｍであることを特徴と
する。
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